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研修実施予定！申し込み受付中！

自 立 訓 練 校 の 紹 介6
2 3（ 木 ）

講 師 : 吉 川  史 浩 氏
（ エ コ ー ル K O B E 学 園 長 ）

卒業後の

進路につ
いて

■ 場 所 : A n g e （ 服 部 ） 又 は z o o m  ■ 時 間 : A M 1 0 : 0 0 ～  ■ 参 加 費 : A n g e 保 護 者 ５ ０ ０ 円 ・ 外 部 の 方 １ ０ ０ ０ 円 / １ 名
■ 申 し 込 み ・ お 問 合 せ :  ℡（ 0 6 ） 6 1 5 1 - 2 9 9 6 　 　 M a i l ： k i t a m u r a @ t o k u y o . m e 担 当 : 北 村

※ 外 部 の 方 な ど 、 ど な た で も 受 講 可 能 で す 。 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

↓申込み QR↓

母 の 日 製 作 「 フ ォ ト フ レ ー ム 」母 の 日 製 作 「 フ ォ ト フ レ ー ム 」母 の 日 製 作 「 フ ォ ト フ レ ー ム 」

　今年の母の日制作はにじみ絵。 和紙に水性ペンで絵を描き、 それを水で滲
ませます。 服部では数色のペンをまとめた手作りペンを用意。 2 回ほど線を
描くことで複数の線が交じり合い、 点を打つことで複数の色が出てまるで
花が開いたような絵になります。 子どもたちは和紙の上でじわっと広がる
様子を見ながらちょっと長めにペンを押さえて見ていました。 west では自
分の好きな色の色水を使って描いた絵を滲ませました。 少しずつ広がって
いく絵を見て 「わあ」 と声を出したりじぃっと見入ったりと滲む様子を楽
しんでいました。
「母の日だから」 とお母さんの好きな色を選んで絵を描いたり、 花の絵を描
いたりする子もいて、 一人一人オリジナルの作品に仕上がりました。 でき
た絵はコラージュしたりそのまま張り付けたりして写真立てに。 子どもた
ちの素敵な写真を添えてお母さんにお届けします。 Facebook にもにじみ絵
の様子を掲載しておりますので是非ご覧ください！

講 師 : 辻  行 雄 氏
( L's college おおさか校長）

　ゴールデンウイークの 3日間は 「天竺の原っぱ」 へ行きました。
天竺の原っぱは、 草と木が生えているだけのな～んにもない場所です。
ですが、 な～んにもない所だからこそ遊びも無限に広がります。
今回は、 ブランコ・ハンモック・スラックラインを設置しました。 特に
人気だったのがスラックラインで、 気付けば電線にとまっている鳥みた
いになっていました！
高学年の子どもは、 小刀を使い竹でお箸づくりに挑戦したり、 ハンモッ
クに本を持って乗ってみたりとそれぞれの時間を過ごしていました。
他にも原っぱには、 大きな穴が開いている所があります。 その穴１つで
も 「中に入る」 「松ぼっくりを転がし落とす」 「穴の周りを走る」 「穴を掘
る」 「アリの巣をほじる」 などたくさんの遊び方がありました。 ある子は、
「穴に入りたいけれど滑りそう…」 と恐る恐る穴の中へ入っていました。
穴に入れると 「ホッ」 とした表情と、 そのあとに 「入れた！」 と嬉しそ
うな笑顔を浮かべていました。
大人からすると簡単でちょっとしたことかもしれませんが、 子どもたち
は遊びの中でも色々な気持ちと葛藤しながら、 挑戦し、 成功したり失敗
したり、 手伝ってもらったりと色々な経験をしていました。
先生たちは花粉や虫と戦いながらでしたが、 3 日間いいお天気に恵まれ
自然の中で、 子どもたちと共に楽しく過ごすことができました。

４月から Angewest へ異動しました、山本　彩です。
１か月たち、子どもたちとはゲームにおしゃべり、ボール遊
び。公園に行って遊具で遊んだり川で生き物を探したりと、
とても濃くて楽しい時間を過ごし、現在進行形です。
　一緒に過ごす中で笑っていることばかりではなく、怒って、
泣いて、すねて、無視して…。いろんな表情・姿を見せてく
れる子どもたちに、時には寄り添い、時にはしっかり私の気
持ちを伝えるなどして、誠実に向き合って過ごしていきたい
と思っています。
　まだまだ子どもたちの知らない一面がありますので、保護
者の方が「こうしたら、我が子はこんな風に輝く…」と思わ
れた際はお電話でも帳票でもお知らせいただきましたら、嬉
しいです。どうぞよろしくお願いいたします。
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　　　　児発管が変わりました　　　　児発管が変わりました　　　　児発管が変わりました
Ange west のAnge west のAnge west の

　先日、卒業生がお母さんと一緒に訪ねてくださいまし
た。小学 3年生ごろまで利用していましたが、学校にしっ
かり通えるようになり、Ange を卒業していきました。そ
んな彼、今は中学 2年生になって色々悩む事もあり、ふ
と「郡先生なら聞いてくれるかも？！」と思い立ったら
しく、連絡がありました。

　小学生の頃は、自分の思い通りにならないと泣いたり、友達の気持ちを汲む事が苦手で悪気なく相手
を傷つけてしまう言葉を発してしまうことがありました。その都度、個別に話をしたりコミック会話を
使って説明したり、スタッフで寸劇をして見せて、自分の行動を客観視できるようにしたり…と、色々
工夫して SST をしていました。
　そんな彼、久しぶりに会うと、と～ってもお兄さんになっていて、挨拶もしっかりでき、用意してお
いたケーキを「とっても美味しいです！（僕の為に用意してくださって）ありがとうございます」など、
相手に感謝する言葉もあり、成長したな～～！！と、うれしくなっていました。
　小学生の時は、イライラした気持ちを抑えられず怒りを誰かにぶつけることが多かったのですが、今
はその気持ちを客観的に見たり、分析しようとしたり、「先生はどう思いますか？」と人の意見を聞こう
としたり聞く耳も持っていたり。本人は困って相談に来てくれているのですが、成長ぶりに私はマスク
の下でニヤニヤしっぱなしでした。
　訪ねて来てくれた時に保護者の了解を得て、LINE を交換しました。それから何度か、「今日こんなこ
とでイライラして…」「でも、そんな自分が嫌で…」とメッセージをくれる彼。やり取りしている自分の
気持ちを言語化することで、行動を見つめ直し、改めて自分の行動や言動に気づいている姿に「その調
子で、ゆっくり気づいていけばいいよ」と、エールを送っています。

　卒業していった子ども達の様子を、保護者の皆様から聞くことがあります。大人しかった子が作業所
で人につかみかかったとか、家族の手伝いをして助けてくれているとか、毎日好きなものを励みに仕事
を頑張っているとか、どれも「おぉぉ～～、いいね～」と、嬉しくなります。第三者には困った行動で
も発達の 1つの過程としてどう収めるか？ではなく、どんな願いがあってその行動になるのか？を見つ
けられたらなと感じ、卒業後もつながる支援に感謝しています。いつか、Ange 卒業生の同窓会をしたい
な～と思っています。

郡　奈美


